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本会会員の皆様へ

新年あけましておめでとうございます。

本年も会員の皆様と共に心身の向上に努めたいと思っております。

どうぞよろしくお願いします。

昨年はワールドカップを始めとする様々な大会、行事に心躍らせてスタートしたところ

でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大によりテコンドーのみならず、日常生活までも

が一変してしましました。

第一波、第二波、現在の第三波、そしてこれから来るであろう次の波に対して、我々と

してどのように対処、対応するのか、確実に言えることは世界が変わり、そして我々も変

わらなければならないということです。

まず会員の皆様には自分の安全の確保最優先として行動して頂けたらと思います。そし

て道場にウイルスを持ち込まないために出来ることを考え、そしてその環境に慣れていく

という意識が日ごろのストレスを軽減させていくものと思います。

いつかウイルスは無くなる、それまで我慢しよう、という考えですとどうしてもストレ

スが溜まりがちです。安全を確保できる生活様式を日常的に身に付けることが何より心に

とって良いことだと思います。

その確保された安全の中に我々が活動できる自由があります。

その自由の中を皆さん開拓していきましょう。

新しい形式、新しい練習、新しい指導、そして新しい楽しみ方、変わっていく世界に対

して我々も遅れをとらぬよう前に進んでいきたいと思います。

常日頃、武道とは”あるべき姿を問うもの”であってほしいと思っています。いかなる

時も下を向かず進むべき方向へ邁進できるよう、共に努力していきましょう。


